
株式会社野澤組

【卸売事業者】

～ マッチング参加で継続的輸出を可能に ～

困りごと

コンソーシアムに登録

・ コンソーシアムに2021年5月に登録し、マッチングに積極的に参加。商談後も酒蔵やワイナリーに実際に足を運び商談
を行うなど、関係性を構築した。それらのサプライヤーとは現在も取引を続けており、隠れた名酒の地酒など、高付加価値の
Made in Japanを海外市場へ輸出している。
・ 新しい地域への輸出を検討していた際、対象地域についてのセミナーが開催されることを知り参加。その国の輸出入に関
する規制や現地のニーズなど必要な情報を学ぶことができ、参考になった。
・ マッチングで成約したサプライヤーが国税庁に応募した展示会「Bar Convent Berlin2023」に代理で参加。

取組や成果

・ コロナ時に比べて物流はどんどん広がっている。今後は、日本産酒類を更に海外へ広げ
ていきたいため、各都道府県1社以上のサプライヤーとの取引を目指している。

・ 当社の輸出先国のメインとなるヨーロッパ・香港・アジア圏のなかでも、開拓の余地のある
ポーランドなどヨーロッパ東側の国にフォーカスして輸出を広げていきたい。

今後の展望

◆所在地：東京都千代田区

◆創業：1869年（1884年輸出開始）

◆輸出品目：日本酒、クラフトビール、焼酎、ワイン、ウイスキー、リキュール

◆輸出先国：香港、シンガポール、タイ、アメリカ、フランス、イタリア、オランダ、ベルギー、デンマーク、スロヴァキア

・ 2014年から海外に向け、こだわりの日本製品の輸出事業をスタート。日本産酒類の輸出にも取り組んでいたところ、
2020年のパンデミック発生により、サプライヤーとの接点を持つ機会が作り出せずにいた。
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